
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































8) 7) 6) 5) 
9) 
。
同
開
。
OBErm-
凶
F
〈口
(
H
3
8
M
M
P
S
ω
l
u
g
-
4
F。
円
印
の
ご
O〈
mwuご
〉
問
。
。
。
ロ
∞
広
2hw昨日。ロ。同昨日
HO
吋げ。。
31
。
同
叶
ω
ユロ
mw
同
ぬ
ぐ
目
。
巧
。
同
開
。
。
ロ
O
B
K
m
Z【回目。
mwHU内・(同ゆ
A
F
N
)
H
OH同名門戸ロ件。仏
5
3包
山
口
官
宮
匹
。
叶
宮
。
ミ
。
同
H
5
2
5昨日。
s-P包
♂
巴
8
・同
4
・
ωm∞
1ω
∞。・
pkr-mω
日ロ
O
H
m
s
-
m。己
ωニ
ロ
色
白
2
8
2
n
Z
2
2・
叶
官
。
5
2
3
q
】。口同
g-
。
同
開
S
E
E
S
-
F
M
G
c
s
m
0・
M一戸】
INN-
H
U
H
V
・∞ゆ
1
1、
10) 
社
会
的
無
差
別
曲
線
弊
護
の
試
み
社
会
的
無
差
別
曲
線
の
存
在
を
弁
護
す
る
根
拠
を
整
理
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
同
一
国
に
同
o
Eロ
ω
。
ロ
ハ
U
2
8
0
の
み
が
住
ん
で
い
る
個
人
国
家
の
場
合
。
個
人
の
無
差
刷
曲
線
は
直
ち
に
社
会
的
無
差
別
曲
線
で
あ
っ
て
、
そ
の
存
在
は
弁
護
さ
れ
う
る
が
、
こ
の
よ
う
な
国
家
そ
の
も
の
が
明
白
に
非
現
実
的
で
あ
る
D
何
一
国
に
同
一
の
噌
好
と
同
一
の
財
を
も
っ
た
均
一
の
個
人
多
数
が
住
ん
で
い
る
場
合
。
代
表
的
個
人
は
国
家
を
代
表
し
、
し
た
が
っ
て
個
人
の
無
差
別
曲
線
は
そ
の
ま
L
社
会
的
無
差
別
曲
線
と
な
る
向
。
乙
の
場
合
も
勿
論
非
現
実
的
で
あ
る
。
的
全
体
主
義
国
家
の
場
合
。
ひ
と
り
の
支
配
者
が
国
内
需
要
を
決
・
宅
し
、
彼
の
無
差
別
曲
線
が
そ
の
国
の
社
会
的
無
差
別
曲
線
で
あ
る。
間
一
国
内
に
二
人
又
は
そ
れ
以
上
の
具
っ
た
グ
イ
プ
の
個
人
が
居
る
と
き
、
一
国
内
の
二
人
を
別
え
の
国
と
し
て
論
や
る
場
合
、
す
な
わ
ち
二
国
間
の
貿
易
は
品
H
M
×
阿
国
間
の
貿
易
と
し
て
l
i
一
般
的
に
い
え
ば
ロ
自
国
間
の
貿
易
と
し
て
論
や
る
場
合
。
個
人
の
無
主
別
曲
線
は
直
ち
に
社
会
的
無
差
別
曲
線
と
な
る
。
以
上
何
れ
の
場
合
も
、
社
会
的
無
差
別
曲
線
は
個
人
的
無
差
別
曲
線
と
同
一
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
国
家
も
個
人
も
同
一
論
理
で
論
ぜ
ち
れ
、
世
界
も
個
人
集
団
も
同
一
論
理
で
論
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
向
。
乙
の
乙
と
は
社
会
的
無
差
刈
曲
線
か
存
在
し
た
い
乙
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
m
H・
開
・
己
g
常
は
〉
の
g
E
0
5
0ご
ロ
H
O
H
E
丘。
g-
吋
E
品
。
。
。
us-ι
・
。
・
に
こ
の
仮
説
を
採
用
し
て
い
る
。
m
こ
れ
は
国
の
械
怠
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
国
際
貿
易
理
論
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
間
際
貿
易
上
の
国
の
概
念
に
つ
い
て
は
包
g
E
o
以
来
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
来
た
。
北
川
一
雄
、
国
際
貿
易
理
論
の
研
究
、
一
九
四
七
、
四
i
一
六
頁
、
小
島
社
会
的
無
差
別
曲
線
四
経
営
と
経
済
四
清
、
自
由
貿
易
理
論
の
研
究
、
一
九
四
入
、
ァ
!
四
頁
。
四
社
会
的
無
差
別
曲
線
不
存
在
の
証
明
社
会
的
無
差
別
曲
紘
存
在
の
証
明
が
不
成
功
に
終
っ
た
い
ま
、
今
度
は
逆
に
そ
れ
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
証
明
に
転
じ
た
方
が
得
策
で
あ
ろ
う
0
・
。
也
兵
っ
た
晴
好
と
任
定
に
与
え
ら
れ
た
初
期
財
を
も
っ
た
こ
人
の
個
人
か
ら
成
る
一
同
を
考
え
る
。
彼
等
が
取
引
す
る
爾
余
の
世
界
は
明
示
的
に
論
十
る
必
要
は
な
い
。
社
会
的
無
差
刈
曲
線
は
二
人
の
人
間
の
グ
ル
ー
プ
を
取
扱
う
に
当
っ
て
い
か
な
る
役
に
立
ク
で
あ
ろ
う
か
口
乙
の
曲
線
を
用
い
る
方
法
を
注
意
深
く
検
討
す
れ
ば
次
の
よ
う
な
解
答
が
え
ら
れ
る
口
二
財
X
及
び
Y
l
l
M
H
u
q
+
u
q
k
H
せ
+
吃
(
数
字
は
ひ
と
を
去
す
)
l
!
の
間
の
社
会
的
無
差
別
曲
線
か
ら
価
格
と
数
量
の
間
の
需
要
関
係
河
川
1
1
句
(
出
+
凶
N
K
γ
+
喰
)
が
得
ら
れ
る
。
右
辺
は
グ
ル
ー
プ
の
限
界
代
替
率
特
性
画
数
と
呼
ぶ
と
と
が
で
き
る
ロ
一
方
、
佃
人
の
佐
川
野
別
曲
線
か
ら
画
数
h
r
H
で
(
凶
J
Jも
)
及
び
h
r
H
明
N
(同
N
w
t
)
が
符
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
と
の
個
別
的
画
同
】
M
可
同
)
凶
『
数
か
ら
集
合
的
画
数
町
(
出
+
凶
N
W
J
で
+
ベ
N
)
或
は
明
〈
u
p
J
O
に
進
む
こ
と
は
可
能
で
あ
る
う
か
。
J
1
1
叫
H
I
P
I
t
-
J
1
h
コ
叩
l
吃
l
則引
l
i
刈
叫
川
州
吋
カ
E
〈
吐
+
J内
凶
)
l
(
J刊
H
+
J引
J
i
b
川
ー
は
芥
臼
切
に
叩
砕
か
れ
る
。
(州
H
+
川
町
恥
)
l
(
M
C
+
U℃
)
℃
可
し
か
し
官
(
凶
H
K
H
)
H
h
r
H
町
N
(
凶
N
w
t
)
か
ら
同
)
U可
司
(
凶
H
+
凶
N
W
Jも
+
J
1
)
1
b
同
ー
は
一
般
に
専
か
れ
な
い
。
故
に
社
会
的
無
差
刈
曲
線
は
一
般
に
存
在
し
え
な
い
口
同
)
M
『
し
か
し
陰
画
数
理
論
に
よ
っ
て
n
r
b
、
X
及
び
mA
か
引
i
か
の
何
れ
か
の
他
が
所
与
で
あ
る
と
き
句
同
(
凶
H
K
J
H
市
r
H
匂
N
(
M
T
u
t
u
ベ
l
J
1
)
が
Y
の
解
を
与
え
う
る
唯
一
の
必
要
旦
充
分
条
件
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ヤ
o
T
U可
コ
ピ
ア
シ
(
ω
古
¥
ω
凶
H
)
(
ω
町
N
¥
ω
J
コ)
!
(
ω
岡戸
¥
ω
J
N
H
)
(
ω
問
N
¥
ω
凶
N
U
m
O
で
あ
る
。
乙
れ
の
意
味
す
る
と
と
ろ
は
各
人
の
所
得
泊
費
線
は
直
線
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
与
え
ら
れ
た
nm
一
針
に
・
お
い
て
各
人
の
所
得
消
費
線
は
同
じ
傾
斜
を
も
っ
た
平
行
た
直
線
で
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
(
取
引
者
間
の
所
得
の
再
令
配
が
価
格
比
を
不
変
に
保
ク
べ
し
と
仮
定
す
る
場
合
の
特
殊
条
件
に
等
し
い
。
)
と
と
ろ
で
い
か
な
る
財
も
負
量
で
あ
る
乙
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
所
得
泊
費
総
は
座
標
軸
と
交
わ
る
と
と
を
詐
さ
れ
怠
い
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
原
点
を
通
る
半
直
線
で
、
な
け
れ
ば
左
ら
た
い
。
と
れ
を
ロ
αmoJd門〉
3
F
の
箱
図
形
で
示
せ
ば
、
契
約
曲
線
向
が
箱
の
対
角
線
で
あ
る
図
と
し
て
去
す
と
と
が
で
き
る
。
経
済
的
に
は
、
晴
好
が
あ
ら
ゆ
る
ひ
と
に
つ
い
て
旦
叉
各
人
が
宮
め
る
と
き
も
貧
し
き
と
き
も
同
一
で
あ
る
と
い
う
乙
と
、
す
な
わ
ち
所
得
弾
力
性
が
一
と
い
う
特
殊
の
場
合
を
意
味
し
て
い
る
。
と
れ
は
第
五
番
目
の
社
会
的
無
差
別
曲
線
弁
護
の
根
拠
で
あ
る
が
、
計
量
経
済
学
的
研
究
か
ら
非
現
実
的
だ
と
知
ら
れ
て
い
る
n
13) 
契
約
曲
線
は
開
仏
moJ42吾
に
よ
り
は
じ
め
J
て
用
い
ら
れ
た
。
可
・
ベ
・
開
門
日
常
者
o
z
y
宮
丘
町
2
5
z
s
-
一司
anyrr
呂
田
・
M
M
.
自
民
・
ωロ【「
司
ωHU2目
問
。
E
片
山
口
ぬ
件
。
可
。
】
{
片
山
の
巳
開
。
。
ロ
。
EupJE--
同
w
H
S
F
H
V・
ωH
。.
五
ω円
山
件
。
J
1
ω
}
内可
の
社
会
的
無
差
別
等
高
線
の
本
質
∞
ω
B
5
2。
ロ
は
以
上
の
如
く
し
て
社
会
的
無
差
別
曲
線
の
不
可
能
な
こ
と
を
証
明
し
た
あ
と
で
、
ωoH
件。
drU1
の
社
会
的
無
差
別
曲
線
を
以
上
の
何
れ
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
別
種
の
も
の
と
し
て
検
討
を
試
み
る
ow-Z〈
ωZ.
の
さ
が
し
て
い
る
社
会
的
無
差
別
曲
放
は
わ
れ
わ
れ
が
社
会
的
需
要
を
導
出
す
る
た
め
に
要
求
す
る
よ
う
友
普
通
の
意
味
の
社
会
的
無
差
別
曲
線
で
は
な
い
。
彼
が
さ
が
し
て
い
た
も
の
は
∞
ω55-ω
。
ロ
が
社
会
或
は
グ
ル
ー
プ
の
「
極
小
・
総
体
・
要
求
等
高
線
」
(
E
B
E一ヨロ
B
'
g
g
ご
2
ロ
昨
日
g
z
g
Eロ円
ω3)
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
れ
は
す
べ
て
の
ひ
と
が
任
意
に
定
め
ら
れ
た
生
活
水
準
に
あ
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
X
、
Y
・
:
:
全
体
の
極
小
の
組
合
せ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
(
u
f
J
同
)
平
面
に
お
け
る
或
与
え
ら
れ
た
点
を
通
る
等
高
線
は
、
各
個
人
間
の
無
数
に
具
る
相
対
的
生
活
水
準
の
各
々
に
対
し
て
仏
と
つ
づ
ク
、
し
た
が
っ
て
無
数
に
あ
る
附
白
社
会
的
無
差
別
曲
線
一
四
三
経
営
経
済
X=X'+j{2 
と
A 
第 Eα図
A 
U 
u1 
8 
各点は与えられた財の全体を示
す。点の軌跡mm或はnnは序数
的効用水準m或は nを達するた
めの二者択一的な極小要求額で
あるo との図形上の一点はL図
のー曲線となる。
第 IIb図
契約曲線 OBは種々の財の
限界効用の比率が両個人に
とって等しい点の軌跡であ
る。
すべてのひとの夫々特定
の序数的生活水準は m或
はnのような点で示され
る。効用拡1BBは ][a図に
おける Bなる総体の二者
摂ー的な有効な個人間の
配分を示す。
一
四
四
ド
図
の
B
は
両
財
の
与
え
ら
れ
た
全
体
を
示
す
。
と
の
図
の
O
K
F
切
の
な
る
辺
で
肝
図
の
如
き
箱
図
形
を
作
る
乙
と
が
で
き
る
。
人
間
1
の
無
差
別
曲
線
を
南
西
の
問
。
に
位
置
や
け
、
人
間
2
の
無
差
別
曲
線
を
北
京
の
悶
に
位
置
や
け
る
と
き
、
O
か
ら
B
へ
ゆ
く
契
約
曲
線
が
描
か
れ
る
。
契
約
曲
線
上
の
各
点
は
与
え
ら
れ
た
全
体
を
い
か
に
再
令
一
配
し
て
も
両
者
を
共
に
有
利
友
水
準
に
引
き
上
げ
え
な
い
意
味
で
E
-
R
Z，。
u
t
自
己
の
点
で
あ
る
。
と
の
よ
う
な
契
約
曲
線
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
効
用
可
能
性
の
軌
跡
を
序
数
的
効
用
の
図
ド
上
に
軌
跡
回
に
よ
っ
て
示
す
0
・
序
数
的
効
用
の
指
標
は
任
意
に
と
る
と
と
が
で
き
る
か
ら
、
回
は
北
東
の
方
向
へ
向
わ
な
い
と
い
う
と
と
だ
け
を
条
件
と
し
て
，
凸
で
あ
る
か
凹
で
あ
る
か
を
条
件
と
し
な
い
。
と
と
で
重
要
た
と
と
は
酔
図
の
ひ
と
つ
の
点
(
B
の
如
き
)
は
ド
図
の
無
限
の
点
(
m
或
は
n
或
は
P
の
如
き
)
に
対
応
す
る
と
い
う
と
と
で
あ
る白
次
に
m
a
g
g
w
uー
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
ニ
ク
の
図
の
聞
に
反
対
或
は
二
重
の
関
係
が
あ
る
と
と
を
指
摘
し
た
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
彼
は
b
p
図
に
ゐ
け
る
m
の
よ
う
注
ひ
と
つ
の
点
に
対
し
て
、
恥
図
上
に
各
人
の
無
差
別
曲
線
と
同
じ
凸
を
も
っ
極
小
・
総
体
・
要
求
等
高
線
m
が
対
応
す
る
と
い
う
と
と
問
、
及
び
B
に
於
て
各
人
の
無
差
別
等
高
線
が
。
〉
切
の
内
の
契
約
曲
線
上
の
m
に
対
応
す
る
点
で
も
ク
共
通
の
傾
斜
と
同
じ
傾
斜
を
も
っ
と
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
と
で
二
重
の
関
係
が
明
ら
か
で
あ
る
口
一
方
の
図
上
の
点
は
他
方
の
図
上
の
一
曲
線
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
o
h図
上
の
総
休
の
一
点
(
B
の
如
き
)
は
恥
図
上
の
効
用
線
(
郎
の
如
き
)
に
対
応
し
、
且
ド
図
上
の
序
数
的
効
用
の
一
点
(
m
の
刈
き
〉
は
h
図
上
の
ω
。，
比
O
〈
ωE1
の
社
会
的
無
差
別
曲
線
(
m
の
如
き
)
に
対
応
す
る
。
n
 
と
の
極
小
・
総
体
・
要
求
曲
線
は
幾
何
学
的
に
ほ
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
ロ
そ
れ
は
m
に
対
応
す
る
各
人
の
無
差
別
曲
線
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
る
。
し
か
し
ど
う
い
う
方
法
で
・
加
え
る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
縦
に
加
え
る
の
で
も
績
に
加
え
る
の
で
も
ち
ο
の
対
角
線
r沿
っ
て
加
え
る
の
で
も
た
く
、
同
じ
傾
斜
を
も
ク
点
を
一
組
に
し
て
そ
の
点
の
座
椋
を
加
え
て
ω巳
芯
〈
ω
ダ可
曲
線
を
符
る
の
で
あ
る
口
と
こ
ろ
で
∞
会
。
〈
ω
W
U
1
の
社
会
的
無
差
別
曲
線
は
市
場
で
観
察
さ
れ
る
需
要
画
数
を
与
え
る
乙
と
の
で
き
る
普
通
の
意
味
の
無
差
別
曲
線
が
不
可
能
で
あ
る
と
と
を
証
明
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
。
す
伝
わ
ち
恥
図
の
B
で
一
不
さ
れ
る
財
の
全
体
を
、
ド
図
の
m
に
対
応
す
る
個
人
の
生
一
泊
水
準
が
ザ
り
れ
る
よ
う
に
配
令
す
る
と
と
が
で
き
る
。
と
れ
は
栴
図
に
・
お
い
て
一
定
の
傾
斜
を
も
っ
ふ
で
示
す
乙
と
が
で
き
る
。
し
か
し
B
K
る
財
の
総
体
左
m
な
る
生
活
水
準
に
固
定
す
べ
き
理
由
は
広
い
の
で
あ
っ
て
、
n
た
る
生
活
水
準
を
得
ベ
く
配
分
す
る
と
と
も
全
く
同
じ
よ
う
に
可
能
た
の
で
あ
る
口
そ
と
で
B
か
ら
n
へ
、
そ
し
て
m
な
る
曲
線
へ
行
く
と
と
が
で
き
る
口
か
く
し
て
B
に
於
て
唯
ひ
と
つ
の
ユ
ニ
ー
ク
左
傾
斜
は
不
可
能
で
あ
っ
て
、
無
数
に
具
っ
た
傾
斜
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
m
'と
m
が
一
致
す
る
場
m
r
 
合
は
例
外
で
あ
る
。
そ
れ
は
実
質
所
得
を
人
間
ー
か
ら
人
間
2
へ
移
転
し
、
そ
し
て
両
人
が
所
得
を
同
ビ
工
う
に
使
ろ
と
い
ろ
場
合
で
あ
り
、
前
節
に
述
べ
た
非
現
実
的
友
例
外
に
相
等
し
い
で
あ
ろ
う
。
M
、吋・∞己件
0
4
m
w
u
コ
F
E
-
-
H
M
・ωO日・
問
吋
・
ωの
ご
0
4
引目的己目立仏.‘
p
g日・
-'ー-J、
家
族
選
好
の
問
題
近
代
経
済
学
が
取
扱
う
治
費
者
の
行
動
理
論
に
お
け
る
治
資
者
と
は
、
独
身
男
で
も
未
婚
婦
人
で
も
す
~
出
単
位
で
も
危
く
て
、
家
族
で
あ
る
。
と
と
ろ
で
も
じ
社
会
的
無
建
別
的
線
が
不
可
能
友
ち
ぼ
、
家
按
も
亦
ひ
と
つ
の
社
会
で
あ
る
以
上
、
家
放
の
需
要
画
数
が
何
か
論
社
会
的
無
差
別
曲
線
-
四
五
経
自
と
経
済
一
四
六
理
的
に
一
貫
し
た
選
好
の
原
理
に
従
う
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
家
族
の
複
数
的
決
定
に
工
っ
て
B
が
A
よ
り
安
く
て
も
或
時
は
A
が
選
択
さ
れ
‘
他
の
と
き
に
は
B
が
選
ば
れ
る
な
ど
と
い
う
よ
う
な
矛
盾
し
た
状
況
が
生
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
口
伝
統
的
危
理
論
で
は
と
う
い
う
場
合
を
考
え
て
来
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
口
伝
統
的
た
理
論
を
救
う
た
め
に
は
、
ひ
と
り
の
主
人
が
家
放
の
中
で
支
配
力
左
も
っ
て
い
て
、
家
族
の
金
需
要
は
彼
の
首
尾
一
貫
し
た
無
差
別
曲
線
を
反
映
す
る
と
考
え
れ
ば
工
い
。
し
か
し
と
う
い
う
考
方
が
全
く
非
現
実
的
で
あ
る
乙
と
は
議
し
も
知
っ
て
い
る
D
も
う
少
し
現
実
的
に
考
え
る
と
き
に
は
、
家
族
会
員
の
心
の
一
致
或
は
妥
協
に
よ
っ
て
生
れ
る
家
族
の
合
意
が
首
尾
一
貫
し
た
無
差
別
曲
川
泌
を
ク
く
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
う
ロ
し
か
し
こ
の
仮
説
も
な
お
非
現
実
的
で
あ
る
だ
る
う
。
現
実
に
は
或
限
界
内
で
家
族
成
員
個
人
が
好
き
な
よ
う
に
支
出
し
て
い
ふ
と
い
う
若
干
の
自
由
主
も
っ
て
い
る
。
家
伎
の
い
く
つ
か
の
機
能
に
関
し
て
は
決
断
が
介
散
し
て
い
る
の
で
あ
る
口
し
か
し
勿
論
と
の
家
族
内
の
分
散
も
極
端
に
考
え
て
は
た
ら
た
い
の
で
あ
っ
て
、
現
実
に
は
自
由
主
義
者
が
唱
え
る
程
に
は
分
散
は
徹
底
し
て
い
友
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
赤
ん
坊
や
子
供
、
老
人
に
は
殆
ど
決
定
権
を
介
散
し
な
い
。
又
家
校
生
話
で
は
引
い
と
り
の
同
日
好
や
限
界
代
替
率
は
他
の
成
員
が
泊
費
す
る
も
の
に
工
っ
て
影
響
三
れ
る
と
い
う
外
的
泊
費
効
果
が
あ
る
。
と
ふ
で
は
厚
生
経
済
学
的
な
人
間
関
係
理
論
が
要
求
さ
れ
る
口
、
，
乙
-KA
で
・
一
家
族
組
織
の
ひ
と
つ
の
極
端
な
場
合
を
分
析
し
て
み
る
。
乙
の
家
扶
は
二
人
或
は
そ
れ
以
上
か
ら
柿
成
さ
れ
る
ロ
各
人
は
自
分
の
財
を
泊
費
し
、
そ
れ
ら
の
財
を
順
序
や
け
る
無
差
別
曲
線
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
自
介
の
財
の
選
好
は
他
の
成
員
の
泊
費
と
は
独
立
し
た
独
自
の
性
質
を
も
っ
て
い
る
D
し
か
し
血
は
水
よ
り
濃
い
か
ら
各
成
員
の
選
好
は
、
に
つ
か
わ
し
い
治
費
水
準
或
は
倫
理
的
泊
費
水
準
と
い
う
も
の
を
考
慮
に
入
れ
た
社
会
的
厚
生
的
数
と
も
い
わ
る
べ
き
も
の
で
相
互
に
関
連
し
て
い
る
。
家
族
は
あ
た
か
も
彼
等
の
共
同
厚
生
画
数
を
極
犬
化
す
る
か
の
如
く
行
動
す
る
D
N
h
H
H
N
h
H
(
u
q
w
ベ
H
t
・
-
:
)
"
ミ
リ
ミ
(
u
q
w
t
w
i
-
-
)
を
夫
え
家
挨
の
成
員
1
及
び
2
の
佃
え
の
無
差
別
曲
線
の
序
数
的
指
標
と
す
れ
ば
、
家
族
の
序
数
的
社
会
的
厚
生
画
数
は
次
の
如
く
舎
か
れ
う
る
。
(
同
)
巴
H
¥
Q
h
H
(
M内
』
W
J内
H
V
:
:
-
V
N
R
N
〈
凶
N
U
J内
N
u
-
-
-
-
-
V
:
:・
〕
と
ふ
で
/
は
gu
が
増
大
す
る
と
き
増
加
す
る
序
数
的
指
椋
画
数
で
あ
る
。
f
は
伺
え
の
基
数
的
効
用
の
基
数
的
合
計
で
は
な
い
。
し
か
し
乙
の
式
は
各
成
員
の
伺
え
の
晴
好
を
考
慮
に
入
れ
て
い
る
と
い
う
乙
と
を
注
意
せ
ら
れ
よ
。
(
明
ら
か
に
と
れ
は
大
人
の
家
族
か
、
少
く
と
も
極
め
て
非
凡
た
子
供
の
家
族
で
あ
る
に
ち
が
い
怠
い
。
)
と
の
準
独
立
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
泊
費
に
関
す
る
細
か
な
決
定
を
共
同
的
に
す
る
家
族
会
議
を
開
く
必
要
は
訟
い
の
で
あ
る
。
家
族
が
し
た
け
れ
ば
な
ら
た
い
唯
一
の
共
同
一
致
的
決
定
は
全
家
族
所
'
符
I
の
各
個
人
間
へ
の
配
分
左
き
め
る
乙
と
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
が
正
当
に
M
U
H
H
+
喝
+
:
:
・
に
分
配
さ
れ
る
な
ら
ば
、
市
場
価
格
(
H
M
N
W
司
ご
:
:
・
)
に
直
面
す
る
各
成
員
は
自
己
の
序
数
的
効
用
問
、
(
M
W
J
h
u
-
-
-
・
0
を
極
大
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
各
人
は
あ
た
か
も
見
え
ざ
る
手
に
工
つ
て
の
如
く
d
u
¥〔
N
h
J
N
h
N
U
・
:
:
U
を
極
大
化
す
る
方
向
へ
専
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
一
国
の
社
会
的
無
差
別
曲
線
が
不
可
能
だ
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
前
の
分
析
は
論
理
的
に
は
家
族
集
団
に
も
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
。
そ
の
た
め
に
わ
れ
わ
れ
は
ー
を
適
切
に
官
+
H
N
i
-
-
に
配
分
す
る
規
則
を
定
式
化
す
る
に
あ
た
っ
て
基
本
的
な
困
難
を
覚
え
ざ
る
を
え
な
い
口
日
以
初
考
え
る
と
、
次
の
よ
う
た
規
則
主
立
て
た
く
な
る
だ
ろ
う
。
。
ハ
パ
は
常
に
全
所
得
の
ω
%
を
受
取
り
、
マ
マ
は
日
%
、
子
供
は
ω
%
。
し
か
し
こ
の
よ
う
た
規
則
は
ω
ω
ヨ
ロ
巳
ω
O
H
M
が
吋
。
μ
ロ
門
官
民
。
ロ
ω
。
同
開
g
D
O
B
K
〉
g
-
3
F
ω
第
一
八
s
羊
で
合
言
葉
(
ω
E
t
u
o
一
丘
町
)
と
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
社
会
的
厚
生
画
数
d
l
¥〔
N
h
H
u
t
-
-
:
:
〕
の
相
一
大
化
と
は
一
一
般
に
相
容
れ
な
い
口
社
会
的
厚
生
画
数
を
極
大
化
す
る
た
め
に
は
、
所
得
が
常
に
貨
幣
一
単
位
の
限
界
社
会
五
要
性
を
均
等
に
保
ク
よ
う
に
家
族
社
会
の
成
円
以
の
間
に
一
件
配
分
さ
れ
ね
ば
な
ら
た
い
、
す
た
わ
ちW
O
円。・
(
ω
)
 
む
whド
土
・
1
者
目
の
家
族
員
に
対
す
る
所
得
の
限
界
効
用
で
あ
る
。
さ
て
m
M、
日
%
、
ω
%
が
一
初
期
価
格
条
件
(
M
M
ヅ
・
z
u
.
v
ω
H
H
 
・
:
)
に
h
点
い
て
真
に
日
夜
適
な
配
分
で
あ
る
と
仮
定
す
る
口
そ
の
と
き
乙
れ
ら
の
価
格
の
う
ち
、
引
い
と
ク
或
は
そ
れ
以
上
の
価
格
が
変
化
す
れ
ば
、
各
成
員
は
そ
の
各
え
の
噌
好
に
し
た
が
っ
て
ち
が
っ
た
影
響
を
受
け
、
そ
の
結
果
彼
等
の
貨
幣
の
限
界
社
会
主
要
性
は
均
等
で
、
社
会
的
無
差
別
曲
線
一
四
七
経
営
と
経
済
一
四
入
往
く
な
る
。
故
に
割
当
パ
1
セ
γ
テ
1
ジ
は
変
更
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
こ
の
こ
と
は
前
節
で
述
べ
た
社
会
的
無
差
別
曲
線
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
証
明
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
。
家
放
の
初
期
一
総
体
財
(
川
町
w
J引
wi--
〉
を
(
州
H
+
州
N
+
:
:
・wJ引回
+
J引
N
+
:
・
・
・
〉
に
配
分
す
る
方
法
が
画
数
d
H
¥〔
NhHWNhN.
・
:
:
〕
を
極
大
化
す
る
の
に
設
適
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
し
か
し
各
財
の
価
格
比
が
変
化
す
れ
ば
も
は
や
そ
の
配
分
は
最
適
で
は
な
く
、
最
適
な
配
介
は
他
に
友
け
れ
ば
た
ら
な
い
口
と
れ
は
h
図
に
沿
い
て
B
を
通
る
曲
線
の
傾
斜
が
変
化
し
、
そ
の
結
果
も
は
や
そ
の
所
得
配
分
は
定
め
ら
れ
穴
効
用
水
準
を
達
す
る
と
と
が
で
き
友
く
た
る
と
い
う
乙
と
を
示
し
て
い
る
。
七
所
得
再
分
自己
の
最
適
方
法
(州
J
J引
H
W
:
:
・
)
(
州
〉
叫
ご
:
・
:
〉
と
い
う
回
定
三
れ
た
初
期
割
当
が
家
族
配
分
の
最
適
方
法
で
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
証
明
は
主
要
な
怠
味
を
も
っ
て
い
る
口
何
と
-
な
れ
ば
前
節
で
家
扶
と
呼
ん
で
来
た
も
の
は
、
結
局
、
社
会
そ
れ
自
身
の
変
装
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
(
家
挨
必
や
し
も
国
家
上
り
結
合
力
が
強
い
と
は
限
ら
な
い
。
)
限
界
効
用
学
者
た
ち
は
自
由
放
任
が
そ
の
ま
ふ
で
必
然
的
K
倫
理
的
最
適
状
態
を
実
現
す
る
と
は
議
も
期
待
し
な
か
っ
た
口
自
由
放
任
が
故
迫
状
般
を
実
現
す
る
た
め
rは
各
人
の
所
符
の
社
会
的
限
界
効
用
を
均
等
友
ら
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
信
じ
た
。
逓
減
す
る
限
界
効
用
は
人
々
相
互
の
間
に
合
計
す
る
乙
と
が
で
き
る
と
考
え
、
現
在
の
民
本
主
義
社
会
は
そ
の
所
得
分
配
に
む
い
て
余
り
に
も
不
平
等
だ
と
考
え
た
。
彼
等
は
初
期
に
与
え
ら
れ
た
ん
討
を
再
介
配
し
て
は
じ
め
て
貨
幣
一
単
位
の
限
外
効
用
が
均
等
に
た
り
う
る
、
そ
し
て
完
全
競
争
'
の
見
え
ざ
る
子
が
社
会
的
投
迫
状
態
に
導
く
と
考
え
た
。
と
の
学
派
の
後
継
者
た
ち
は
初
期
財
(
川
町
J
J引
f
i
-
-
w
州
J
J引
J
:
:
・
)
を
一
品
決
定
す
る
規
則
(
例
え
ば
相
続
税
と
か
資
本
税
と
か
〉
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
乙
れ
が
正
し
く
な
さ
れ
た
後
に
競
争
は
均
等
化
さ
れ
公
王
化
さ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
各
個
人
は
自
由
に
自
己
の
故
菩
を
ク
く
し
肘
で
他
を
押
し
の
け
て
競
争
し
て
よ
ろ
し
い
、
そ
し
て
そ
れ
よ
り
生
や
る
不
平
等
は
正
当
で
あ
る
と
考
え
る
cと
と
る
で
こ
の
よ
う
な
考
方
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
口
第
一
に
、
一
度
限
り
し
か
再
分
配
が
行
わ
れ
な
い
と
い
う
乙
と
は
あ
り
え
な
い
ロ
第
二
に
、
は
じ
め
の
再
分
配
は
心
の
中
に
お
け
る
故
終
均
衡
配
置
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ね
ば
注
ら
な
い
。
初
期
割
当
額
を
算
術
的
に
規
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
収
穫
そ
の
他
の
デ
1
グ
が
い
か
に
変
化
し
て
も
乙
ま
か
な
結
果
を
決
定
す
る
の
は
競
争
市
場
に
委
ね
る
。
(
先
の
家
族
に
ク
い
て
の
分
析
を
見
ら
れ
よ
。
)
政
策
的
に
云
え
ば
、
こ
れ
は
社
会
的
限
外
効
用
均
等
の
故
終
均
衡
を
得
る
た
め
に
、
抽
象
4
的
時
只
力
或
は
州
w
叫
の
総
計
移
転
(
Z
g
u・
2
B
可
gmr門
ω
)
を
導
入
し
た
け
れ
ば
危
ら
た
い
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
は
じ
め
の
再
配
分
に
よ
っ
て
最
後
的
に
故
適
状
態
を
保
証
す
る
乙
と
は
人
間
離
れ
し
た
予
一
一
一
日
者
で
な
い
限
り
不
可
能
で
あ
る
口
第
三
に
、
総
計
移
転
は
究
極
的
に
は
抽
象
的
防
買
力
の
面
で
お
こ
な
わ
れ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
口
そ
乙
で
各
人
の
故
終
予
算
方
程
式
立
阿
J
M
R
+
♂
J
円
九
'{li--up
川町
+
H
J
ー
叫
"
十
・
:
:
+
ピ
シ
し
い
う
形
で
去
す
こ
と
が
で
き
る
口
乙
tλ
で
U
は
社
会
が
倫
理
的
故
迫
状
態
を
達
す
る
乙
と
が
で
き
る
よ
う
に
理
論
的
に
配
介
す
る
乙
と
の
で
き
る
代
数
的
総
計
移
転
項
で
あ
る
。
八
社
会
的
無
差
別
等
高
線
の
正
則
法
則
前
節
に
お
い
て
符
ら
れ
た
結
論
は
、
・
家
扶
或
は
グ
ル
ー
プ
の
各
人
の
最
後
の
貨
幣
単
位
の
社
会
的
序
数
的
効
用
左
方
程
式
仰
に
~
お
け
る
如
く
均
等
な
ら
し
め
以
て
社
会
的
厚
生
画
数
を
極
大
た
ら
し
め
る
た
め
に
、
・
家
扶
或
は
グ
ル
ー
プ
の
問
に
総
計
移
転
の
方
法
で
配
ハ
パ
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
乙
と
で
あ
っ
た
。
次
は
先
の
ド
図
を
再
び
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
効
し
会
こ
は
効
用
と
る
。
¥
〔
N
h
H
W
N
h
N
u
-
-
・:〕
H
融
》
討
が
時
滞
在
図
に
描
け
ば
、
注
社
こ
或
界
効
用
う
い
引
で
の
o
(
限
の
効
れ
し
序
数
的
効
用
曲
面
に
‘
お
け
る
新
し
い
無
主
別
等
高
線
を
得
る
o
h
u
一
嗣
一
間
関
…
鍋
刊
日
間
一
時
序
数
的
効
用
の
基
数
的
表
示
は
任
定
で
あ
る
か
ら
、
と
れ
ら
は
は
B
る
を
の
社
は
ひ
代
率
特
に
き
ま
っ
て
凸
と
い
う
わ
け
で
は
た
い
o
効
用
の
呑
号
を
ク
e
絞
れ
生
人
の
比
の
に
比
点
曲
ら
厚
各
)
の
他
効
界
け
か
え
る
乙
と
に
よ
っ
て
望
み
通
り
凸
に
す
る
乙
と
も
で
き
、
切
用
え
的
で
財
用
が
有
応
社
会
的
無
差
別
曲
線
第 E 図
一
四
九
経
営
と
経
済
一
五
O
る
。
さ
て
社
会
的
厚
生
画
数
を
極
大
に
す
る
点
は
効
用
曲
線
凶
上
の
何
処
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
明
点
。
で
あ
る
D
乙
L
で
曲
線
は
故
大
厚
生
等
高
級
に
接
す
る
け
れ
ど
も
交
叉
し
た
い
口
乙
の
切
点
は
仰
式
を
満
足
す
る
口
何
と
な
れ
ば
無
差
別
等
高
線
の
傾
斜
は
(ω
ロ¥ω
と
)
¥
(
ω
d
¥
ω
h
h
N
)
で
あ
り
、
効
用
曲
線
の
傾
斜
は
二
人
の
所
得
(
又
は
財
)
の
限
界
効
用
の
比
(ω
ロ¥ω
明
)¥(ω
ロ¥
ω
1
y
に
等
し
い
か
ら
で
あ
る
ι
以
上
の
故
迎
移
転
の
理
想
条
件
記
み
と
め
る
と
き
、
家
族
需
要
或
は
グ
ル
ー
プ
需
要
に
ク
い
て
い
か
怠
る
結
論
を
早
出
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
口
家
族
か
ら
市
場
へ
流
れ
出
る
貨
幣
及
び
そ
の
時
の
支
配
的
価
格
の
下
で
需
要
さ
れ
る
財
の
総
体
主
観
祭
す
る
と
、
グ
ル
ー
プ
の
選
好
の
基
本
定
理
は
次
の
如
く
な
る
。
定
理
“
同
も
し
各
グ
ル
ー
プ
の
成
員
の
需
要
と
無
差
別
等
一
前
線
が
伝
統
的
た
正
則
の
凸
で
あ
り
、
似
社
会
的
厚
生
画
数
が
同
じ
よ
う
に
正
川
左
凸
の
性
質
を
も
ち
(
限
界
代
替
率
逓
減
)
料
グ
ル
ー
プ
の
中
で
故
適
総
計
移
転
が
常
に
注
さ
れ
る
、
と
す
れ
ば
、
の
市
場
価
格
と
総
所
特
の
み
の
画
数
た
る
観
察
可
能
の
需
要
総
立
が
導
出
さ
れ
る
口
問
乙
の
需
要
画
数
は
個
人
需
要
に
関
す
る
臼
5
・
許可
E
目。
U
同
の
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
ω個
人
の
無
差
別
等
高
線
と
同
じ
正
則
た
性
質
を
も
っ
た
稔
休
v
A
、
Y
に
関
す
る
無
差
別
等
高
級
(
ひ
と
ク
の
心
が
極
大
化
に
た
宇
さ
わ
勺
て
い
る
と
擬
制
す
る
)
が
存
在
す
る
。
次
の
図
は
と
の
社
会
的
無
差
別
曲
線
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
口
x 
第百 図
極大社会厚生の正則な凸等
高綜は社会的無差別等高線
である。こhiJ~ Scitovsky 
等高線と呉るのは、すべて
個人無差別等高線の正則な
交叉しない性買をもづてい
るということである。 E図
の E点に対応する E点を通
る社会的等高線は、 E図に・
おける軌跡sesにより生れ
るScitovsky等高線 SSの
内側にある、何となれば
SI HS'或はSESの如き曲
線俣の内部包和線である
からである臼
乙
の
定
理
は
ど
う
し
て
託
明
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
目
的
論
に
煩
わ
さ
れ
た
い
厳
格
な
証
明
は
次
の
如
く
に
な
る
で
あ
ろ
う
口
ま
や
定
理
ω川
の
正
則
凸
の
仮
定
が
何
を
意
味
す
る
か
を
考
え
る
。
U
を
各
個
別
財
で
表
せ
ば
d
u
・
¥
ハ
N
h
H
(
凶
H
W
J町
H
W
:
:
・
γ
N
h
N
(
凶
N
W
.同
u
w
:
・
:
γ
:
:
・
〕
H
吋
(
凶
J
J
t
w
:
:
J
凶
N
W
J
h
N
W
:
・
:
)
、
そ
し
て
次
の
よ
う
友
凸
の
性
質
を
も
っ
て
い
る
と
仮
定
す
る
。
A
を
す
べ
て
の
財
の
ひ
と
つ
の
配
置
、
B
を
も
う
ひ
と
つ
の
配
置
、
C
を
乙
れ
ら
の
或
加
重
平
均
の
1
4
4
k
r
+
(
同
|
巧
)
切
乙
ふ
で
w
は
正
の
介
数
で
あ
る
、
と
す
れ
ば
、
し
か
る
と
き
吋
(
〉
〉
1
可
(
回
)
は
司
(
の
)
N
ヘ(
k
r
)
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
に
仮
定
し
た
あ
と
で
わ
れ
わ
れ
の
た
す
べ
き
と
と
は
、
財
の
総
休
の
み
に
依
存
す
る
社
会
的
厚
生
面
数
C
H
巧
(
戸
戸
:
:
・
)
が
存
在
し
、
そ
し
て
そ
れ
が
正
則
伝
性
質
を
も
っ
た
新
し
い
種
類
の
社
会
的
無
差
別
等
高
級
で
あ
る
と
い
う
と
と
を
示
す
と
と
で
あ
る
。
d
H
¥
〔三
w
N
h
N
W
:
・
:
〕
H
匂
(
凶
H
W
J
同
f
i
-
-
u
M内
N
w
t
w
・
:
:
)
は
(
可
決
W
M
J
u
-
-
:
-
L
u
官
+
H
N
+
:
:
・
)
の
条
件
の
下
に
極
大
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ
て
各
沼
、
W
K
、
:
:
・
が
佃
別
価
格
4
・rv
、
ヲ
町
、
・
:
:
を
も
ち
そ
し
て
と
れ
ら
価
格
が
一
定
で
治
費
者
市
場
価
格
に
等
し
い
、
F
H
F
H
H
F
N
H
i
-
-
と
考
え
る
口
Y
そ
の
他
の
財
に
ク
い
て
も
同
様
に
考
え
る
口
あ
ら
ゆ
る
個
別
財
の
画
数
と
考
え
ら
れ
る
F
は
正
則
無
差
別
等
高
線
の
曲
率
凸
な
る
性
質
を
も
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
M
H
U
口火
H
(
F
J
同
J
N
W
:
:
J
附
M可
H
W
M
J
J
:
:
J
H
)
等
々
の
形
の
個
別
需
要
画
数
を
生
み
出
す
。
と
れ
は
一
式
う
ま
で
も
た
く
単
怠
る
一
家
扶
成
員
の
需
要
菌
数
で
は
た
く
、
家
族
の
厚
生
が
極
大
化
さ
れ
た
と
仮
定
し
、
ま
た
同
じ
財
が
他
家
放
の
成
口
貝
に
対
し
て
も
つ
の
と
は
ち
が
っ
た
価
格
を
も
っ
と
仮
定
し
た
場
合
の
そ
の
成
員
の
需
更
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
戸
H
H
戸
U
H
-
-
:
・
フ
と
い
う
前
提
は
出
芯
目
的
ω
の
合
成
財
を
定
義
す
る
条
件
凶
H
M
P
+
M
M
+
・
:
:
或
は
戸
(
u
t
+
u
Q
+
・
:
:
)
を
満
た
す
。
そ
と
で
乙
れ
ら
合
成
財
は
す
べ
て
印
5
2
r
u
ア
出
片
付
ω
の
需
要
の
性
質
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
と
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
選
択
の
基
礎
か
ち
逆
に
、
総
体
(
M
F
J
F
・
:
:
)
で
定
義
三
れ
た
等
高
線
技
が
存
在
す
る
と
演
料
す
る
と
と
が
で
き
る
。
か
く
し
て
導
出
し
た
社
会
的
無
差
別
等
高
線
を
∞
の
い
同
o
d
r
U
1
の
社
会
的
無
差
別
等
高
線
と
区
別
す
る
た
め
に
、
「
社
会
的
厚
生
等
高
線
」
m
o
o
F
ω
-
4
0
以内四円。。。ロ
g
c
g
と
呼
ぶ
J
と
と
に
す
る
。
第
百
図
に
お
い
て
E
を
通
る
厚
生
等
高
線
は
印
肘
ω
型
の
∞
巳
g
g
w可
等
高
線
の
一
助
変
数
挨
の
内
部
包
絡
総
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
前
者
が
後
者
の
外
側
に
出
る
と
と
は
あ
り
え
た
い
と
い
う
関
係
に
あ
る
口
社
会
的
無
差
別
曲
線
五
経
営
と
経
済
一
五
民
)
開
口
ぬ
g
開
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Z
言
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ユ
ω
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σ
ロ
自
己
O
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E
g
o
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g
o円
S
Z
白
omロ
開
g
g
B
E
r
〈
己
・
口
3
2
3・
3
・H
1
M
m
・湘
山
河
河
O
白
色
口
阿
国
E
H
M片
山
0
0
叶。。門司・
6
a・
3
・M
4
l
U
0
・
L
Eロ印
E
a
S
2
2
3吉田
m-
九
t.J" 
す
ζR 
乙
の
よ
う
に
し
て
導
出
さ
れ
た
新
し
い
社
会
的
無
差
別
等
高
線
に
は
ど
の
工
ろ
な
利
用
価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
い
ろ
い
ろ
た
応
用
に
つ
い
て
は
今
後
の
文
献
に
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
け
れ
ど
も
、
主
当
り
mω
自
己
巳
ωOロ
は
若
干
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
は
自
由
競
争
が
最
適
状
態
を
も
た
ら
し
う
る
か
否
か
と
い
う
点
に
関
す
る
。
競
争
的
均
衡
が
最
適
条
件
を
去
す
と
い
う
見
解
に
対
し
て
は
、
す
で
に
者
三
a
g
が
基
本
的
な
反
対
を
行
っ
て
い
る
。
叉
〉
げ
g
E
B
J司
ω}
円
四
は
競
争
的
均
衡
の
存
在
と
単
一
性
に
つ
い
て
問
題
を
提
出
し
て
い
る
。
∞
ω
B
5
]
ω
O
D
は
以
上
の
令
析
よ
り
得
ら
れ
た
と
と
ろ
か
ら
、
方
程
式
仰
を
満
足
す
る
工
う
な
所
得
の
最
適
令
配
が
行
わ
れ
る
と
き
に
は
最
適
均
衡
は
ひ
と
つ
し
か
あ
り
え
た
い
と
し
て
、
b
-
J
q
m凶
}
円
四
の
見
解
を
裏
附
け
る
。
し
か
し
最
適
均
衡
点
が
安
定
で
あ
る
保
証
は
自
由
競
争
機
問
に
土
つ
て
は
あ
た
え
ら
れ
た
い
と
結
論
す
る
口
以
上
は
皆
B
5
}
ω
。
ロ
の
社
会
的
無
差
別
曲
線
に
関
す
る
論
文
の
拙
き
紹
介
で
あ
る
。
従
来
深
く
反
省
せ
ら
れ
る
と
と
な
く
用
い
ら
れ
て
来
た
社
会
的
無
差
別
曲
線
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
明
ら
か
に
区
別
さ
る
べ
き
概
念
を
与
え
、
社
会
的
需
要
を
生
み
出
す
社
会
的
無
差
別
曲
線
は
存
在
し
た
い
と
と
、
じ
か
し
所
得
の
最
前
問
介
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
個
人
の
五
則
段
無
者
別
曲
線
と
同
ヒ
性
質
を
も
っ
た
桂
一
会
的
無
差
別
曲
線
が
存
在
す
る
と
み
)
を
詑
明
す
る
。
と
れ
ば
閏
際
貿
易
論
上
、
全
た
厚
坐
経
済
準
の
方
法
論
上
、
ひ
と
つ
の
光
を
授
ビ
た
も
の
と
い
う
と
と
が
で
き
る
口
ま
た
純
粋
理
論
上
も
消
者
需
要
の
主
休
に
つ
い
で
従
来
一
等
閑
に
附
ぜ
ち
れ
て
い
た
点
を
街
き
、
主
た
経
済
体
制
の
問
題
に
言
及
し
て
、
示
唆
す
る
と
と
ろ
大
き
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
ロ
勿
論
所
得
の
故
適
配
分
に
ク
い
て
は
、
価
依
判
断
の
酉
か
ら
、
或
は
効
用
比
較
の
面
か
ら
、
或
は
抜
術
的
友
商
か
ら
幾
多
批
判
せ
ら
る
べ
き
問
題
を
含
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
い
か
な
る
外
在
的
批
判
に
よ
っ
て
も
理
論
の
価
値
は
損
わ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
会
二
・
六
・
三
O
)
